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2025 年の出⽣数は 66 万⼈台へ…この先どうなる︖ 
来年は 60 年ぶりの「丙午」でさらに減少の予測も… 

【935 ⼈の令和ママに⼤調査】丙午の認知率は約8割︕ 
「それでも産みたい︕」ポジティブ派が⼤半 

専⾨家が指摘する真の少⼦化要因、キーワードは「同い年婚」 
 
 令和7年（2025年）12⽉23⽇、厚⽣労働省は令和7年10⽉分の⼈⼝動態統計速報を公表しました。速報値など
を基に計算した結果、2025年の出⽣数は66万7542⼈程度（前年⽐約2.7%減）になる⾒通しです※1。これによ
り、⽇本の出⽣数は2年連続で70万⼈を割ることとなり、統計開始以来の過去最少を更新する深刻な状況が続い
ています。少⼦化の進⾏が⽌まらない中、来年2026年は⼲⽀で60年に⼀度巡ってくる「丙午（ひのえうま）」の
年にあたります。前回の丙午である1966年（昭和41年）には、「この年に⽣まれた⼥性は気性が激しい」などの
迷信が広まり、出⽣数が前年⽐で約25％も激減しました。   
専⾨家から直接アドバイスを受けられる⽇本最⼤※の育児⽀援サイトを運営する株式会社ベビーカレンダー（本
社︓東京都渋⾕区、代表取締役︓安⽥啓司、以下「ベビーカレンダー」 https://baby-calendar.jp/）は、令和
の⼦育て世代が「丙午」をどう捉えているのか、妊娠・出産への意識調査および専⾨家への取材を⾏いました。 
※2024 年 11 ⽉時点において各メディア（当社選定競合サイト 4 社）が発表している⽉間 PV 数（当社調べ）において 
 
＜本リリースのポイント＞ 
●丙午のイメージ⼀変、「⾃⽴している」などポジティブ回答がネガティブの約 2.5 倍 
●「迷信は気にしない」が約 8 割、⾃分たちの計画・タイミングを優先する令和の⼦育て世代 
●専⾨家は「出⽣激減（丙午ショック）は起きない」と分析、真の少⼦化要因は経済不安 

 
■丙午のイメージはむしろポジティブ︕「強い⼥性像」が現代の価値観にマッチ  
妊娠中・育児中のママ（20〜40代）935⼈にアンケート調査を⾏い、来年2026年が60年に⼀度の「丙午」であ
ることや、迷信について知っているか聞いたところ、「よく知っている」31.2％（292⼈）、「なんとなく聞いたこ
とはある」49.0％（458⼈）を合わせて、約8割が認知していました。 
その上で、「丙午⽣まれの⼥性」に対するイメージや迷信への認識について調査した結果（複数回答）、「ただの迷
信なので、気にする必要はない」が44.7％（418件）で最多となりました。 
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また、「特にイメージはない」も39.4%（368件）と2番⽬に多く、丙午⽣まれの⼥性に対して特定の⼈物像を想
起していない⼈が少なくないことがわかりました。こうした結果から、迷信そのものを過度に意識していない層
が多いことがうかがえます。 
 
⼀⽅で、具体的なイメージの内容に注⽬すると、ポジティブなイメージがネガティブなイメージを⼤きく上回っ
ている点が特徴的です。延べ回答数で⽐較すると、ポジティブな回答は616件、ネガティブな回答は251件とな
り、ポジティブな回答がネガティブな回答の約2.5倍に達しました。 
 
▼ポジティブイメージ（計616件） 
「芯が強く、⾃⽴したしっかり者（282件）」「エネルギッシュで、リーダーシップがある（239件）」「強運で、
才能豊かな個性派（95件）」  
▼ネガティブイメージ（計251件） 
「気性が激しくて怖い（191件）」「縁起が悪く、苦労しそう（60件）」 
 
かつて忌避された「⼥性の強さ」は、ジェンダー平等が進む現代において「⾃⽴」「リーダーシップ」といった魅
⼒として再定義されており、令和のママたちに前向きに受け⽌められていることが明らかになりました。 
 
■もし⾃分が産むとしたら…︖約8割が迷信よりも「⾃分たちの計画を優先」と回答  
また、2026年の丙午の出産について⾃⾝の考えを尋ね
た質問では、「迷信は気にせず、⾃分たちの計画やタイ
ミングを優先したい（優先した）」と回答した⼈が
76.2％（712⼈）で最多となりました。さらに、「メリ
ットも考えられるので、あえて選びたい（選んだ）」は
5.2％（49⼈）で、両者を合わせると、約8割が丙午を
理由に出産を避けない判断をしています。 
 
この結果から、妊娠・出産を考える世代の多くは迷信に
左右されず、⾃分たちの⽣活設計やタイミングを重視
して判断している実態が明らかになりました。 
 
⼀⽅で、丙午の迷信について、家族や周囲の⼈から
「2026年の出産は避けたほうがいい」「⼥の⼦だと⼤
変」といった⾔葉をかけられた経験があるかを尋ねた
ところ、12.4％（116⼈）が「ある」と回答。 
実際に⾔葉をかけてきた相⼿は、「実⺟」49.1％（57⼈）
が最も多く、次いで「祖⽗⺟」23.3％（27⼈）、「親戚」
16.4％（19⼈）など、親・祖⽗⺟世代が多くを占める
結果となりました。 
 
実際に、「丙午の⼥の⼦は気性が荒いから、避けたほうがいいんじゃない︖」「男の⼦ならいいけど、⼥の⼦だっ
たら⼤変だよ」といった⾔葉をかけられたとのコメントが寄せられました。 
丙午に対するネガティブなイメージは、⼦育て世代よりも上の世代に強く残っている様⼦がうかがえます。 
 
■2026年の出⽣動向に「丙午」の影響はあるのか︖【専⾨家】に聞いた今後の⾒通し  
今回の調査結果および今後の出⽣動向について、⼈⼝問題や地⽅創⽣に詳しい株式会社⽇本総合研究所 調査部 
主席研究員・藤波 匠⽒にお話を伺いました。 
 
―今回の丙午で「出⽣数の激減」は起きない。その決定的理由は「親の年齢」 
藤波⽒は、「1966年のような丙午ショックが再現される可能性は低い」と指摘します。最⼤の理由は「親世代の
年齢構造の変化」です。 
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藤波⽒︓「前回の丙午（1966年）の親世代は平均25〜26歳と若く、迷信を理由に『1年待つ』余地がありまし
た。しかし、現在の親世代は平均30歳前後。妊孕性（妊娠するための⼒）や年齢リスクを強く意識する世代に
とって、迷信のために妊娠・出産を1年先送りするような時間的な猶予はない、というのが現実です。そのた
め、今回の丙午では産み控えをする⼈は少ないと考えられます」 

 
実際に今回のベビーカレンダーのアンケート調査では、第1⼦出産時の平均年齢は「30.7歳」となっており、「理
想としていた年齢より遅かった」と回答した⼈が半数以上を占める結果となりました。 
 
また、2025年の動向を⾒ても、前回起きたような『前年への駆け込み出産』の波は起きておらず、このことも⼤
幅な出⽣数減少が起きにくい根拠だと⾔います。 
 
―2025年の出⽣減は「底打ち」の兆し。カギは「2.8年のタイムラグ」 
⾜元の2025年の出⽣動向について、藤波⽒は「減少傾向は続いているが、急減フェーズからは脱しつつある」と
分析します。 

 
コロナ禍において結婚が先送りされた反動により、現在の婚姻
数は⼀時的に下げ⽌まり、ほぼ横ばいで推移しています。藤波
⽒は、こうした時期に結婚した夫婦が、結婚から第1⼦出産ま
での平均期間である約2.8年を経て、2025年後半から2026年
にかけて出産期を迎える点に注⽬します。 
 

 
 
 

■真の少⼦化要因は「同い年婚」増加の背景にある経済不安  
―妊娠・出産を左右する、経済状況と⼥性の社会進出の相関 
今回のアンケート調査で、「最初に妊娠・出産を決めるにあたり、最も不安に感じたこと」を尋ねたところ、「⾦
銭⾯」が32.0％（299⼈）で最多となりました。次いで「⾃⾝の年齢や体⼒」24.8％（232⼈）、「仕事やキャリ
ア」10.5％（98⼈）と続き、経済や⽣活設計に関わる不安が上位を占めています。 
 
藤波⽒は、この背景にある構造変化として「経済状況と⼥性の社会進出」の相関を指摘します。⾼度経済成⻑期
には「年上の男性が専業主婦を⽀える」モデルが主流でしたが、経済成⻑の鈍化とともにその構造は崩れました。 

 
こうして増えた「同い年婚」は、経済的に対等なパートナーシップである⼀⽅、「2⼈で働いて初めて⽣活⽔準が
維持できる」という前提があります。そのため、景気の先⾏きが不透明になると、「今の⽣活を維持できるか」
「⽚⽅が働けなくなったらどうするか」という不安に直結しやすく、結果として妊娠・出産に踏み切れなくなる
傾向が強まっていると藤波⽒は分析しています。   

藤波⽒︓「2025年の出⽣数は前年⽐で減少するものの、減少
幅はやや落ち着く⾒込みです。注⽬すべきなのは、2024年時
点のデータで⾒ると、結婚から第1⼦出産までの平均期間が約
2.8年となっている点です。これは、今の⽇本における平均的
な出産のタイミングを⽰しています」 

藤波⽒︓「丙午による⼼理的なマイナスがあったとしても、婚
姻数が下げ⽌まり横ばいとなった時期に結婚した世代の出
産が重なり、2026年はむしろ出⽣数の減少幅が緩和される
可能性もあります」 

藤波⽒︓「経済状況が悪化すると、⼥性も⾃⽴して家計を⽀えることが求められます。⼥性も男性と同じように
社会に出て経済的な基盤を築くためには、相応の時間が必要です。その結果、結婚のタイミングが後ろ倒しに
なり、男⼥ともに結婚年齢が上昇。男性も、妻となる⼥性にある程度の経済的な地位を望むようになってきて
いることもあり、同世代と結ばれる『同い年婚』が増加しました。近年では同い年婚が最も多くなっています」 
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―丙午の先にある、本当の課題 
藤波⽒は今後の出⽣動向や課題について次のように語ります。 

 
かつて⼤きな話題となった丙午ですが、結果的には同級⽣が少ないことによる受験や就職競争の緩和といった側
⾯もありました。迷信そのものが、個⼈の⼈⽣に不利益をもたらす根拠は、現在では⾒当たりません。 
 
妊娠・出産において⾃分⾃⾝のタイミングを何よりも⼤切にし、周囲の雑⾳にとらわれることなく、夫婦ふたり
にとって最良の時期を選ぶことこそが、現代における⾃然な選択と⾔えるのではないでしょうか。 
 
＜お話を伺った専⾨家＞ 

 
藤波 匠（ふじなみ たくみ）⽒ 
⽇本総合研究所 調査部 主席研究員 
1992年、東京農⼯⼤学⼤学院農学研究科修⼠課程修了。東芝、さくら総合研究所を経て、2001年に⽇本
総合研究所に⼊社。⼭梨総合研究所への出向などを経て、2025年より現職。専⾨は⼈⼝問題、地⽅再⽣
など。著書に『なぜ少⼦化は⽌められないのか』『⼦供が消えゆく国』『⼈⼝減が地⽅を強くする』（いず
れも⽇本経済新聞出版）などがある。 
 

＜ベビーカレンダー編集⻑ ⼆階堂美和＞  
来年は、60 年に⼀度の丙午を迎えます。丙午は少⼦化に影響するのではないか̶̶そん
な専⾨家の⾒解を⽬にすることもあります。 
そこで今回、ベビーカレンダーのママたちに調査を⾏いました。結果は、迷信に振り回さ
れることなく、むしろその⾔い伝えを前向きに捉え、⾃分たちの意思で出産を考えようと
する声が多数を占めるものでした。不安な時代だからこそ、根拠のない⾔い伝えに⽴ち⽌
まるのではなく、「⾃分たちはどう⽣きたいか」「どんな家族を築きたいか」をまっすぐに
⾒つめる̶̶。その姿勢の強さとしなやかさに、深い感銘を受けました。   
⼀⽅で、今回の調査や藤波先⽣のお話、そして弊社アンケートの結果から⾒えてきた少⼦
化の本質的な課題は、迷信ではなく、経済的な不安や、出産・育児と仕事を両⽴しづらい
社会の仕組みそのものでした。   

⼦どもを持つことが、キャリアや⼈⽣の選択肢を狭める理由にならない社会。それは、当事者の努⼒だけで実現
できるものではなく、周囲や社会全体の理解と意識の変化があってこそ、初めて近づけるものだと感じています。   
私たちメディアにできることは、育児をしている⼈だけでなく、すべての⼈が「出産や⼦育ては社会全体の出来
事なのだ」と感じられるよう、伝え続けることです。そのために、これからも多くの⽅を巻き込む記事やコンテ
ンツを届けていきたいと考えています。このリリースが、少⼦化を遠いニュースではなく、「⾃分たちの社会の
話」として考えるきっかけになれば幸いです。   
 
今後もベビーカレンダーは、妊娠・出産・⼦育てに向き合うすべての⼈が、安⼼して⾃分たちの選択をできるよ
う、信頼できる情報を届けていきます。 
 
(※1)本⽂中の出⽣数（66 万 7542 ⼈程度）は、厚⽣労働省公表の⼈⼝動態統計速報値（在留外国⼈等を含む）をもとに、確定値（⽇本に住む⽇本
⼈のみの出⽣数）ベースでの着地を想定した推計値です。速報値と確定値は集計対象が異なるため、例年⼀定の差が⽣じます。 

藤波⽒︓「少⼦化を進めているのは、経済不安と将来設計の難しさにあります。迷信のような⼀時的な要因より
も、⽇々の暮らしや将来の⾒通しが⽴てにくいことこそが、妊娠・出産の⼤きな壁になっています」 

藤波⽒︓「出⽣数について、⼤きな回復を⾒込める状況ではありませんが、⼦育て⽀援策の拡充や賃上げの動き
など、環境⾯は以前に⽐べて確実に改善してきています。こうした変化が下⽀えとなり、出⽣率や出⽣数は横
ばい（下げ⽌まり）に向かう可能性もあります。重要なのは、若い世代の経済的不安を⼀つずつ取り除いていく
こと。周囲の声に左右されるのではなく、⾃分たちのライフプランを軸に判断できる社会であるべきだと思い
ます」 
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■調査概要 
調査タイトル︓ 「丙午(ひのえうま)」と妊娠・出産に関するアンケート 
調査⽅法︓ インターネットリサーチ  調査期間︓2025 年 12 ⽉ 8 ⽇(⽉)〜12 ⽉ 12 ⽇(⾦) 
調査対象︓ 株式会社ベビーカレンダーが企画・運営しているサービスを利⽤した⽅ 
調査条件︓ 妊娠中・育児中の 20〜40 代⼥性（935 ⼈） 
【出典について】 
本調査内容を転載される場合は、出典が「株式会社ベビーカレンダー」であることを明記していただきますようお願いいたします。 
 
＜「ベビーカレンダー」メディアに関して＞ 
『ベビーカレンダー』は、⽉間 PV数 3.1億 PV、会員登録数が年間約 36 万⼈、総勢約 100名の医師・専⾨家
が監修する妊娠・出産・育児の情報を網羅した⽇本最⼤※の育児⽀援メディアです。妊娠してから⾚ちゃんが 2
歳になるまでの間、⾚ちゃんの成⻑に合わせ、元雑誌編集経験者を中⼼とした 20名以上の編集者が質の⾼い記
事を毎⽇提供します。 
※2024 年 11 ⽉時点において各メディア（当社選定競合サイト 4 社）が発表している⽉間 PV 数（当社調べ）において 
ニュースリリースはこちら▶https://corp.baby-calendar.jp/information_tax/release 
  
＜運営会社「ベビーカレンダー」に関して＞ 
社名︓株式会社ベビーカレンダー（https://corp.baby-calendar.jp）  
※2021 年 3 ⽉ 25 ⽇ 東証マザーズ（現グロース市場）上場 
本社所在地︓〒151-0053 東京都渋⾕区代々⽊ 1-38-2 ミヤタビルディング 10F 
代表者︓代表取締役 安⽥啓司 設⽴年⽉⽇︓1991 年 4 ⽉ 主要事業︓メディア事業、医療法⼈向け事業  
多くの医療専⾨家監修による、⽇本最⼤の PV数を誇る育児⽀援メディア「ベビーカレンダー」を運営。ベビー
カレンダー以外にも、⼥性のライフスタイルにあわせた情報提供メディアを展開し、事業を拡⼤中。 
 
＜運営メディア⼀覧＞ 
■ベビーカレンダー︓医師・専⾨家監修の妊娠・出産・育児の情報メディア 
URL︓https://baby-calendar.jp/ 
■ウーマンカレンダー︓オトナ⼥⼦によるオトナ⼥⼦のためのアンチエイジングメディア 
URL︓https://woman-calendar.jp/ 
■ムーンカレンダー︓⽣理・恋愛・美容 ⼥性たちのリアルがわかるメディア 
URL︓https://moon-calendar.jp/ 
■シニアカレンダー︓シニア情報メディア 
URL︓https://kaigo-calendar.jp/ 
■シッテク︓恋愛・結婚＆マッチングアプリ紹介メディア 
URL︓https://moon-calendar.jp/sitteku/ 
■⾚ちゃんの名付け・名前ランキング︓⾚ちゃんの名前、よみのランキング検索メディア 
URL︓https://baby-calendar.jp/nazuke/ 
■ヨムーノ︓忙しくても「くらしをもっと楽しく賢く︕」くらし情報メディア 
URL︓https://yomuno.jp/ 
 
＜公式 SNS からも最新情報更新中︕＞ 
Instagram ︓https://www.instagram.com/babycalendar/ 
YouTube  ︓https://www.youtube.com/channel/UCFblSCmHFCkHiFXsrcksuhA 
Facebook ︓https://www.facebook.com/babycalendar/ 
Ｘ(旧 Twitter)︓https://x.com/baby_calendar 
TikTok   ︓https://www.tiktok.com/@babycalendar_official 
 
【本件に関するお問い合わせ先】  
株式会社ベビーカレンダー 担当︓⼤久 渚⽉ 
TEL︓03-6631-3600 FAX︓03-6631-3601 MAIL︓info@baby-calendar.jp 
※本リリース内容をご使⽤いただく際は、出典の記載をお願い申し上げます。また、画像データ等の改変はご遠慮ください。 


